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お知らせ
・「活かそう 届けよう 館山の元気と心」宣言
・平成 23 年度当初予算の概要
・第 10 期保健推進員決まる
シ
リ
ー
ズ 市民 地 区 の 歴 史・ 文 化 を 次 世 代 に 残 し た い

犬 石 誌 を 作 成 し た「 火 曜 会 」 の 皆 さ ん
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お 知 ら せ

　　これからの取組
■地域への取組

【防災】
・防災アンケートによるニーズの把握や防災マニュアルの見直し
・職員防災訓練の強化、自主防災会の拡充、避難所機能の強化
【経済支援】
・�域内プロモーション（「活かそう�届けよう�館山の元気と心」をスローガ
ンとし、看板やポスターなどを市内各所に掲示。復興への機運を高める）

・雇用対策の緊急対応
・民間活用型事業展開
・食の安全安心プロモーション
・地場産品消費拡大応援事業
・「旅の力」による癒しプロモーション
・各種イベントの着実な実施
【市内避難者への支援】
・保健師などによる家庭訪問
・市内協力事業者などによる支援に関する情報提供
・避難者とその受け入れ家族などによる避難者交流会の実施
【節電対策】
・節電の呼びかけ
■被災地への取組
・「みなとオアシス」所在自治体への継続的な支援
・6月 24日（金）から28日（火）まで、宮城県石巻市へ保健師を1人派遣

～電力だけではなく、燃料使用量や水使用量を抑える工夫も考えましょう～

家庭で…
・エアコンの設定を適温に。フィルターをこまめに掃除しましょう。カーテンを上
　手に利用し、外気の影響をさえぎる工夫を。
・冷蔵庫の詰め込みすぎを避けましょう。ドアの開け閉めも少なく抑えましょう。
・使用していない電気機器のコンセントを抜き、待機消費電力を抑えましょう。
・洗濯物はできるだけまとめ洗いで、水や電気の節約を。自然乾燥の併用なども。
・�使用していない所の照明はこまめに消しましょう。家族団ら
んでできるだけ同じ部屋で過ごし、家全体で使う時間を短く
しましょう。

・�温水洗浄便座の放熱を防ぐため、便ふたを閉めましょう。季
節にあわせて温度設定の調節も。

仕事場で…
・パソコンやモニターなど使用していないときは電源オフを。
・廊下や昼休みの消灯。
・エレベータや電子複写機の稼働台数を減らす。
・クールビズで環境に対応した服装の励行を。
・ノー残業デーの導入。
・省エネ機器の導入など。

夏場にピークを迎える電力需要

「計画節電」で「計画停電」をなくしましょう！
　3月の計画停電も、皆さん一人一人の節電が大きな動きとなり、4月に入り
回避することができました。これから暑い夏を迎えるにあたり、電気製品の使
い方を少しずつ工夫することが、停電の実施を避けることにつながり、経済支
援の一策ともなります。
　なお一層のご協力をお願いします。
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　2011 年 3 月 11 日に発生した「東日本大震災」により、東北地方を中心に多くの尊い生命や
財産が失われました。
　わたしたち館山市民は、被災地の一日も早い復興を祈念するとともに、この未曽有の大災害を
教訓として、市民一丸となって豊かで元気な誇らしいまちを築くため、ここに「活かそう　届け
よう　館山の元気と心」宣言をします。

「活かそう　届けよう　館山の元気と心」宣言

わたしたち館山市民は
　　一、被災地への支援を積極的、継続的に実施します
　　一、地域資源を活かし、経済振興を推進します
　　一、精一杯のおもてなしの心で、訪れる皆さんをお迎えします
　　一、自助、共助、公助の精神で、一丸となって災害に立ち向かいます
　　一、力を合わせて、安全安心なまちづくりを進めます。

　　これまでの取組
■東日本大震災支援室の設置
・被災者の支援のため、総合窓口として３月22日に支援室を設置。
■義援金受付
・�市内10か所の公的施設に義援金箱を設置。総額2,165万942円（4月末
現在）の温かい支援が集まる。

・�春休みには、児童・生徒と一緒に「ダッペエ」が義援金募金活動。3月22日
から 11日間、延べ100 人近い子どもたちが参加し、市役所玄関前やおど
や、ロックシティ館山ＳＣ、イオン館山店入口などで募金活動を実施。

・�町内会へ義援金の協力を呼びかけ。上記総額のうち884 万 5,090 円（4月末現在）が集まる。
■避難所の開設
・�3月 23日から「一次避難所」として老人福祉センターで40人の受入れ態勢を整備。
■安全・安心メール、安全・安心テレフォンでの情報提供
・�地震発生直後より、地震や津波の情報、交通機関の状況、計画停電のスケ
ジュール、節電、水道水の水質情報などを発信。

■利子補給金補給率の引き上げなど中小企業支援
・�観光客の入込みの減少や計画停電の影響で、売り上げが減少するなどの理由で
市の中小企業融資制度を利用する事業所などに対し、①利子補給金補給率の引
き上げ、さらに②預託金の増額による融資枠の拡大、③保証料補給金の増額を行い、経営安定化を支援。

■被災在宅要介護者及び在宅医療を受けている人の受入れに係る宿泊費助成
・�市内宿泊施設に避難した場合、１人１日5,000 円まで、2か月以内の助成。
■救援物資の受付・輸送
・�県の救援物資受付に協力し、館山市社会福祉協議会が窓口となり、紙おむつやトイレットペーパーなど、
3月 23日から 26日までの間受付。

・�「みなとオアシス」で当市と縁のある岩手県久慈市へ、市民からのふるさと納税で購入した建築機材を輸送。
また、同様に縁のある岩手県宮古市と福島県いわき市へ、市民から募集した缶詰などの食料を輸送。

■災害地への人的支援
・�被災地からの要請に応えるため、市職員を派遣できるよう体制を整備。
■市営住宅への受入れ
・�避難者を市営住宅で受入れ。
■官民共同の被災者支援キャンペーン
・�近隣４市１町で構成する「宿泊・滞在型観光推進協議会」と、東京湾
フェリー（株）、京浜急行（株）、他の民間団体との共同により、義援
金の募金キャンペーンを実施。義援金額は 35 万 8,646 円。

■市内避難者への支援
・�町内会の回覧や民生委員を通じて、市内にいる避難者の状況を把握。保健師と担当職員が家庭訪問し、
健康相談や支援情報の提供などを実施。避難者数は24世帯 51人（4月末現在）。

2011 年 4月 20 日　　館山市長　　金丸　謙一
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「活力あるふるさと館山」の実現に向けて

平成 23 年度一般会計
当初予算

164億600万円

　

一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
前
年
度
比
５
・
３
％
増
の
164
億
600
万
円
で
す
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
地
方
交
付
税
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、
長
引

く
不
況
の
影
響
も
あ
り
、
歳
入
の
根
幹
で
あ
る
市
税
の
減
少
が
見
込
ま
れ
、

近
隣
市
町
と
同
じ
く
、
国
や
県
な
ど
に
依
存
す
る
財
源
の
割
合
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
不
足
す
る
財
源
を
補
う
た
め
、
財
政
調
整
基
金
か
ら

２
億
円
の
繰
入
れ
、
庁
舎
建
設
基
金
か
ら
２
億
４
千
200
万
円
の
借
入
れ
を
行

い
ま
す
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
人
件
費
を
削
減
し
て
い
る
も
の
の
、
生
活
保
護
費
な

ど
の
福
祉
関
係
経
費
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
義
務
的
経
費
（
支
出
が
制
度
付

け
ら
れ
て
い
て
任
意
に
削
減
で
き
な
い
経
費
）
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
も
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活
用
し
、
第

３
期
基
本
計
画
に
位
置
付
け
た
各
種
事
業
の
着
実
な
実
施
に
向
け
「
最
少
の

経
費
で
最
大
の
効
果
を
挙
げ
る
こ
と
」
を
目
指
し
ま
す
。　各種事業の実施に際しては、適正な規模で

市債を活用することとしています。市債の残

高 は、平成23年度末で約162億4千155万

円（一般会計債）と見込まれ、平成 22 年度

末残高見込と比較して、約 4 億 5 千万円の

縮減となる見込みです。

平
成
23
年
度
の
市
の
予
算

問
合
せ
／
行
革
財
政
課
（

22
―
３
２
９
１
）

■市債

Ｈ19
決算

Ｈ20
決算

Ｈ21
決算

Ｈ22
見込

Ｈ23
予算

176億
2,955万円

171億
2,265万円

166億
6,901万円

166億
9,242万円

162億
4,155万円

一般会計債

(参考)

下水道会計債

56億
2,496万円

55億
9,701万円

56億
2,660万円

56億
4,737万円

55億
9,523万円

市債現在高の推移

その他
商工・議会などに
7億 7,971 万円
（4.8％）

農林水産業費
農林水産業の振興に

4億 3,782 万円
（2.7％）

20 億 2,465 万円
（12.3％）

借入金の返済に

12 億 7,746 万円
（7.8％）

教育の充実・文化や
スポーツの振興に

公債費

土木費

14 億 4,893 万円
（8.8％）

道路・橋梁など
都市基盤の整備に 民生費

福祉の推進に

57 億 7,622 万円
　（35.2％）

総務費

衛生費

教育費
歳 出

消防費
消防活動に

9億 3,362 万円
（5.7％）

164 億 600 万円

18 億 1,636 万円
（11.1％）

一般的な事務に

清掃・保健衛生・
上水道整備などに

19 億 1,123 万円
（11.6％） 諸収入

4 億 2,456 万円
（2.6％）

5億 4,088 万円
（3.3％）

市債

地方交付税
34 億 7,000 万円
　（21.1％）

その他の
依存財源

12 億 2,990 万円
（7.5％）

1億 4,400 万円
（0.9％）

地方譲与税

地方消費税交付金
5 億 2,100 万円
（3.2％）

使用料
・手数料

4 億 2,694 万円
　　　（2.6％）

基金繰入金
2 億 2,561 万円
（1.4％）

その他の自主財源
3 億 7,107 万円
（2.2％）

国・県
支出金

31 億 3,183 万円
（19.1％）

市税

59 億 2,021 万円
（36.1％）

依存

 財源
      55.1％

自主

  財源
   44.9％歳 入

164 億 600 万円
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※予算書をはじめ予算関係の資料は、市役所、各公民館、図書館などで閲覧することができます。また、

　市ホームページにも掲載しています。

　国民健康保険加入者の疾病、負傷、出産などに際し、必要な保険給付を行って

います。加入者の皆さんの納めた国民健康保険税などを財源としています。

　後期高齢者医療制度に基づき、保険料の徴収事務、届出の受付などの事務を行って

います。保険料の賦課、保険給付の決定などは、千葉県後期高齢者医療広域連合が

行っています。

　介護を必要とする人を社会全体で支援する仕組みとして、各種介護サービス給

付事業を行っています。介護保険料と国・県・市の負担金で運営されています。

　児童や生徒が学校管理下外で災害（交通事故は除く）にあった場合､その怪我の

程度により共済見舞金を支出します。加入者の掛金や市の負担金で運営されてい

ます。

　鏡ケ浦クリーンセンターの維持管理、汚水管渠
きょ

などの整備を行っています。下
水道使用料や受益者負担金などで運営されています。

　

健
康
・
子
育
て

◎予防接種事業　1 億 3,844 万円

　　（乳幼児などの疾病予防のための急性灰白髄炎、三種混合、BCG、麻しん・風しん混合、二種混合、

　　　インフルエンザ、肺炎球菌、子宮頸がん、ヒブワクチンなどの予防接種費用）

◎地域医療体制の整備促進　9,032 万円

　　（安房地域医療センターの救急センター建設事業及び救急

　　　医療運営事業への補助）

◎元気な広場運営事業　1,501 万円

　　（子育て支援や世代間交流の拠点となる元気な広場運営費用）

◎防災行政無線整備事業　2,560 万円

　　（防災行政無線の未整備地域への新設、既存防災行政無線の保守点検費用など）

◎庁舎耐震改修事業　9,890 万円

　　（防災拠点としての機能確保のための市役所本館耐震改修工事）

◎消防施設設置改修及び車両購入事業　4,088 万円

　　（消防団詰所改修、消火栓の新設・修繕、消防車両の更新など）

◎道路新設改良及び排水路整備事業　2 億 2,750 万円

　　（生活道路や排水路の整備・充実）

◎火葬場建設事業負担金　6,607 万円

　　（南房総市山名地内に建設予定の新火葬場建設事業費の負担金）

◎館山港交流拠点整備事業　7,254 万円

　　（多目的観光桟橋基部の交流拠点「“渚の駅”たてやま」整備工事費用）

◎船形館山港線道路設計事業　3,523 万円

　　（（仮称）船形バイパス整備のための設計業務費用）

◎観光振興事業　8,242 万円

　　（観光客誘致のための宣伝、宿泊滞在型観光の推進、観光施設の整備、各種観光イベン

　　　トの実施費用など）

◎地域おこし協力隊事業　698 万円

　　（首都圏などから農業従事者を募り定住・定着を図る）

◎有害鳥獣対策事業　670 万円

　　（鳥獣の捕獲事業及び防護柵の設置を支援する費用）

◎小規模土地改良事業　200 万円

　　（農家組合、水利組合などが行う農業用施設の整備、補修に対する補助）

◎漁業生産基盤等整備補助　1 億 1,696 万円

　　（西岬漁協が建設する下原漁港荷捌き所に対する建設費補助）

防
災
・
消
防

生
活
・
環
境

『
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
』

『
経
済
活
性
化
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
』

　

観
光
・
商
工

　

農
業
・
水
産
業

■一般会計の主要事業

■特別会計予算
国民健康保険特別会計

（61 億 3,054 万円）

介 護 保 険 特 別 会 計

（42 億 8,028 万円）

下水道事業特別会計

　（7 億 9,885 万円）

後期高齢者医療特別会計

　（5 億 9,305 万円）

学童災害共済事業特別会計

　　　（184 万円）
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９
月
ま
で
の
６
か
月
間
、
こ

れ
ま
で
と
同
じ
金
額
で
子
ど
も

手
当
を
支
給
し
ま
す
。

　

出
生
な
ど
に
よ
り
新
た
に
養
育

す
る
子
ど
も
が
で
き
た
人
、
既
に

受
給
し
て
い
て
出
生
な
ど
に
よ
り

養
育
す
る
子
ど
も
が
増
え
た
人
、

既
に
受
給
し
て
い
て
他
の
市
町
村

か
ら
転
入
し
た
人
は
、
こ
ど
も
課

で
手
続
き
が
必
要
で
す
。
既
に
受

給
し
て
い
て
、
支
給
対
象
と
な
る

子
ど
も
の
数
に
変
更
が
な
い
人
は
、

手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
６
月
の
現
況
届
の
提

出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ

　

社
会
全
体
で
暴
力
団
の
排
除

を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
「
千
葉
県
暴
力
団
排
除
条
例
」

が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
は
「
暴
力
団
を
恐

れ
な
い
」「
暴
力
団
に
対
し
て

資
金
を
提
供
し
な
い
」「
暴
力

団
を
利
用
し
な
い
」
こ
と
を
基

本
と
し
て
い
ま
す
。

６
月
10
日
（
金
）【
６
～
９
月
分
】

10
月
７
日
（
金
）

　

問
合
せ
／
こ
ど
も
課
（

22

―
３
４
９
６
）

平成23年第2回
市議会定例会の
招集予定日は

6月9日（木）です

　市立幼稚園・こども園では、幼稚園の雰囲気を実際

に肌で感じてもらおうと、入園前（３歳児）の子ども

とその保護者を対象に「ちびっ子デー」を開催してい

ます。

　子育てや幼稚園に関する質問や相談にも応じます。

　問合せ／各幼稚園・房南こども園　

※午後2時以降に電話してください。

幼稚園ってどんなところ？

▼ちびっ子デー日程
幼稚園

船形幼稚園

那古幼稚園

北条幼稚園

館山幼稚園

西岬幼稚園

房南こども園

豊房幼稚園

館野幼稚園

九重幼稚園

電話番号

27－4105

27－4502

22－0700

22－0632

29－0044

28－2431

23－5841

23－1287

22－9210

6月

23

23

10

  2

  8

16

22

24

7月

  1

  7

  8

9月

22

24

  2

29

30

24

10月

20

  7

29

  8

  7

  8

  

  

25

12月

 

  8

13

  8

14

13

2月

16

  2

  6

17

  7

  2

  

  3

１1月

10

10

１月

 

12

31

5月

21

21

21

21

21

　総務省では、戦時中に旧日本赤十字社救護
看護婦や旧陸海軍従軍看護婦として戦地に派
遣された人に対し、労苦に報いるため、内閣
総理大臣名の書状を贈呈しています。
　請求期限／平成25年 3月 31日（日）
　問合せ／総務省大臣官房総務課管理室（

03－ 5253 － 5182）

書状を贈呈しています
戦地で働いた看護婦を対象に

千
葉
県
暴
力
団
排
除
条
例
を
制
定

～
９
月
１
日
か
ら
施
行
～

９
月
ま
で
の
６
か
月
間

子
ど
も
手
当
を
引
き
続
き
支
給

し
、
10
月
に
届
出
や
申
請
な
ど

が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
決
ま
り
次
第

お
知
ら
せ
し
ま
す
。　

　

支
給
対
象
／
０
歳
か
ら
中
学

校
卒
業
（
15
歳
に
な
っ
た
後
の

最
初
の
３
月
31
日
）
ま
で

　

支
給
金
額
／
子
ど
も
１
人
に

つ
き
月
額
１
万
３
千
円

　

支
給
日
／
【
２
～
５
月
分
】

　

暴
力
団
か
ら
不
当
な
要
求
が

あ
っ
た
場
合
や
、
暴
力
団
の
排

除
に
役
立
つ
情
報
を
知
っ
た
場

合
は
、
千
葉
県
警
ま
で
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
／
千
葉
県
警
察
本
部

刑
事
部
組
織
犯
罪
対
策
本
部
捜

査
第
四
課
対
策
係
（

043
―
201

―
０
１
１
０
）
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農
業
者
年
金
を
引
き
続
き

受
給
す
る
た
め
に
は
、
現
況
届

の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

現
況
届
の
用
紙
は
５
月
下

旬
に
、
農
業
者
年
金
基
金
か
ら

本
人
あ
て
に
直
接
送
付
さ
れ

ま
す
。
記
入
（
代
理
人
が
記
入

す
る
場
合
は
代
理
人
の
欄
も

記
入
）、
署
名
の
上
、
農
業
委

員
会
事
務
局
ま
た
は
出
張
受

付
会
場
に
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

　

受
付
日
程
／
【
農
業
委
員
会

事
務
局
】
６
月
１
日
（
水
）
～

30
日
（
木
）
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
【
出
張
受
付
】
表
の

と
お
り

　

千
葉
県
損
害
保
険
代
理
業
協

会
安
房
支
部
で
は
、
地
震
保
険

に
つ
い
て
の
無
料
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

「
地
震
保
険
っ
て
何
？
」、「
地

震
保
険
に
加
入
す
る
に
は
？
」、

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

①
少
子
高
齢
化
に
強
い
積
み
立

て
式
（
確
定
拠
出
型
）、
②
保

険
料
の
額
を
自
分
で
決
定
で

き
る
（
２
万
円
～
６
万
７
千

円
）
、
③
保
険
料
全
額
が
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
る
、

④
終
身
年
金
（
死
亡
し
た
場

合
で
も
80
歳
ま
で
の
保
証
付

き
）
、
⑤
若
い
担
い
手
に
な
る

人
に
は
保
険
料
の
国
庫
補
助

制
度
が
あ
る
、
な
ど
メ
リ
ッ

ト
の
多
い
年
金
で
す
。

　

問
合
せ
／
農
業
委
員
会
事
務

局
（

22
―
３
５
３
９
）

農
業
者
年
金
の
現
況
届

６
月
１
日
（
水
）
か
ら
30
日
（
木
）
ま
で

市役所の受付時間（開庁時間）は午前8時30分から午後5時までです。
問合せ／総務課（22－3953）

地
震
保
険
の
無
料
相
談
会（
予
約
制
）

　

ＪＡ安房

館野支店

ＪＡ安房

豊房支店

ＪＡ安房

神戸支店

▼出張受付の日程

��9:30

～ 10:30

11:00

～ 12:00

14:00

～ 15:30

日　　時　　　　　会　場

6月3日

（金）

中山間地域等直接支払制度

　平地と比べて生産条件が不利なため、

担い手の減少や耕作放棄地の増加が心配

されている農用地で営農する人を対象に

した交付金制度です。

　昨年度は、4集落と4個別に約192万円

が交付されました。

　対象地域／市内全域

　対象農用地／次の要件に該当する農業

振興地域の農用地区域内で合計1ヘク

タール以上の農用地。①田は20分の1以

上、畑などは15度以上の急傾斜農用地

②田は100分の1以上、畑などは8度以

上の緩傾斜農用地

　対象者／5年以上継続して農業生産活

動などを行う農業者

　対象行為／耕作放棄の防止、水路や農

道の管理、自然生態系の保全など。ま

た、生産性・収益性の向上、担い手の育

成、農業生産条件の強化、担い手への集

積化など

　通常単価（10アール当たり）／【急傾

斜農用地】田21,000円、畑など11,500

円【緩傾斜農用地】田8,000円、畑など

3,500円

　問合せ／農水産課（ 22－ 3396）

中小企業の再建を支援
専門家チームの相談窓口
　東日本大震災により直接・間接被害を

受けた中小企業などを支援するため、金

融や経営などに関する専門家チームが館

山商工会議所に来所し、無料相談窓口を

開設します。

　日時／5月25日（水）10:00～ 16:00

　場所／館山商工会議所２階大ホール

　申込締切／5月23日（月）

　申込み・問合せ／館山商工会議所中小

企業相談所（ 22－8330、ＦＡＸ23

－4011）

■
農
業
者
年
金
に

　
　

 

加
入
し
ま
せ
ん
か

　

農
業
者
年
金
は
、
国
民
年
金

に
上
乗
せ
し
た
公
的
年
金
制
度

で
す
。
国
民
年
金
第
１
号
被
保

険
者
で
、
年
間
60
日
以
上
農
業

に
従
事
す
る
60
歳
未
満
の
人
で

あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
加
入
す

「
地
震
が
起
き
た
と
き
に
は
？
」

な
ど
の
情
報
提
供
や
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
い
ま
す
。

　

相
談
の
際
、
火
災
保
険
、
地

震
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
は

保
険
証
券
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

　

日
時
／
６
月
５
日
（
日
）
午

前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～

午
後
３
時
30
分

　

場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
３
階

　

予
約
・
問
合
せ
／
千
葉
県
損

害
保
険
代
理
業
協
会
安
房
支
部

事
務
局
（

23
―
５
３
４
６
）
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お 知 ら せ
　

公
共
下
水
道
排
水
設
備
に
係

る
指
定
工
事
店
の
登
録
と
更
新

申
請
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

　

申
請
期
間
／
６
月
20
日
（
月
）

～
30
日
（
木
）

※
土
・
日
曜
日
を
除
く
。

　

登
録
料
／
１
万
５
千
円

　

更
新
料
／
１
万
円

　

指
定
要
件
／
①
（
社
）
日
本

下
水
道
協
会
千
葉
県
支
部
に
登

録
し
た
下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
が
１
人
以
上
専
属

し
て
い
る
こ
と
。
②
下
水
道
排

水
設
備
工
事
の
施
工
に
必
要
な

設
備
と
機
材
を
有
し
て
い
る
こ

と
。
③
県
内
に
営
業
所
が
あ
る

こ
と
。

　

申
請
場
所
／
下
水
道
課
（
市

役
所
３
号
館
２
階
）

※
申
請
書
類
は
下
水
道
課
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
な
お
、

郵
送
に
よ
る
申
請
の
受
付
は
行

い
ま
せ
ん
。

早
め
に
接
続
し
て

　

供
用
開
始
か
ら
３
年
以
内
に

公
共
下
水
道
に
接
続
す
る
改

造
工
事
を
行
う
場
合
は
、
申
請

に
よ
り
補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま

す
。

　

問
合
せ
／
下
水
道
課
（

22

―
３
６
６
１
）�

　

新
緑
が
ま
ぶ
し
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
「
み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
」

に
つ
い
て
の
お
話
で
す
。

　

夏
場
、
冷
房
を
つ
け
れ
ば
部
屋
は
す
ぐ
に
涼
し
く
な
る
反
面
、
電
力
を
大

量
に
使
用
す
る
こ
と
で
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
に
も
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

冷
房
を
で
き
る
だ
け
使
わ
ず
に
、
こ
の
夏
を
気
持
ち
よ
く
、
地
球
環
境
に

も
優
し
く
過
ご
す
方
法
と
し
て
、
近
年
「
み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
」
が
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
「
み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
」
は
、
つ
る
性
の
植
物
を
ネ
ッ
ト
一
面
に
這
わ
せ

る
こ
と
で
で
き
る
カ
ー
テ
ン
で
す
。
種
や
苗
か
ら
始
ま
り
、
だ
ん
だ
ん
と
夏

に
向
け
て
上
へ
上
へ
と
そ
の
「
カ
ー
テ
ン
」
が
閉
ま
っ
て
い
く
も
の
で
す
。

　

日
差
し
を
遮
る
な
ら
「
す
だ
れ
」
で
も
い
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
が
、「
み

ど
り
の
カ
ー
テ
ン
」
は
「
す
だ
れ
」
よ
り
ず
っ
と
涼
し
い
の
で
す
。
な
ぜ
な

ら
「
す
だ
れ
」
は
、そ
れ
自
体
が
熱
く
な
り
ま
す
が
、「
み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
」

は
熱
く
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
植
物
に
日
差
し
が
あ
た
る
と
蒸
散
（
吸
収

し
た
水
分
を
葉
か
ら
蒸
発
さ
せ
る
）
作
用
が
活
発
化
し
て
、
葉
の
表
面
の
温

度
上
昇
が
抑
え
ら
れ
る
か
ら
で
す
。
ま
た
、
葉
の
間
か
ら
は
外
の
空
気
よ
り

涼
し
い
風
が
流
れ
込
み
ま
す
。

�　

へ
ち
ま
、
ひ
ょ
う
た
ん
、
に
が
う
り
（
ゴ
ー
ヤ
）、
き
ゅ
う
り
、
朝
顔
、

ふ
う
せ
ん
か
ず
ら
な
ど
が
オ
ス
ス
メ
で
す
。
栽
培
す
る
際
は
、
窓
だ
け
で
な

く
、
窓
付
近
の
壁
や
地
面
も
覆
う
よ
う
に
大
き

く
育
て
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
。
窓
付
近
の
物
体
の

表
面
温
度
も
低
く
保
つ
こ
と
で
、
人
体
に
伝
わ

る
放
射
熱
も
小
さ
く
で
き
、
よ
り
一
層
涼
し
く

な
り
ま
す
。

　

こ
の
夏
は
、大
き
く
育
っ
た「
み
ど
り
の
カ
ー

テ
ン
」
の
葉
陰
で
、
ス
イ
カ
を
が
ぶ
り
っ
！�

　

問
合
せ
／
環
境
課
（

22
―
３
３
５
２
）

夏
の
電
力
不
足
に
貢
献

気
持
ち
が
い
い
！
み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン

シ
リ
ー
ズ　

地
球
環
境
を
守
る
た
め
に　

⑰

指
定
工
事
店
の
登
録
と
更
新

　市では、4月に受けられなかっ

た人のために、追加で犬の登録・

狂犬病予防注射を実施します。

　実施日／6月 1日（水）

※雨天のときは延期する場合が

あります。延期する場合は、当

日各会場に貼り紙を掲示します。

　時間・場所／表のとおり

　費用／【登録済みの犬】3,350 円（予防注射

代2,800 円＋注射済票代550 円）【新規登録の

犬】6,350 円（新規登録代 3,000 円＋予防注

射代2,800 円＋注射済票代550 円）

　問合せ／環境課（ 22－ 3352）

犬の登録・狂犬病予防（集合）注射

※会場には、犬を制御できる人が来てください。

時　　間

��9:30～��9:50

10:10～10:20

10:40～10:50

11:10～11:15

11:35～11:40

11:55～12:05

13:05～13:10

13:25～13:35

場　　所

館山地区公民館

西岬地区公民館（旧東地区）

神戸地区公民館

豊房地区公民館

館野地区公民館

九重地区公民館

那古小体育館前

若潮ホール海側駐車場

館山市役所4号館（旧市民

センター）駐車場
13:55～14:05

下
水
道
排
水
設
備
の
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子
宮
が
ん
検
診
（
集
団
検

診
・
施
設
検
診
）
の
電
話
申
し

込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

対
象
／
20
歳
以
上
（
平
成
３

年
生
ま
れ
、
平
成
元
年
生
ま
れ
、

昭
和
62
年
生
ま
れ
、
昭
和
60
年

生
ま
れ
…
以
降
遇
数
年
生
ま

れ
）
の
女
性

　

日
時
／
【
集
団
】
12
月
16
日

（
金
）【
施
設
】
９
月
１
日
（
木
）

３
月
31
日
（
土
）

　

場
所
／
【
集
団
】
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
検
診
車
）【
施

設
】
貴
家
医
院
、
清
川
医
院
、

青
木
医
院
、
フ
ァ
ミ
ー
ル
産
院
、

亀
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
鴨
川
市
）、

勝
山
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
鋸
南
町
）

　

料
金
／
【
集
団
】
頸
部
検
診

の
み
700
円
、
頸
部
検
診
と
頸
体

部
検
診
１
千
500
円
【
施
設
】
頸

部
検
診
の
み
２
千
円
、
頸
部
検

診
と
頸
体
部
検
診
３
千
円

　

市
立
博
物
館
本
館
で
は
、
毎

週
日
曜
日
と
祝
日
に
、
戦
国
時

代
の
甲
冑
を
体
験
着
用
す
る
歴

史
体
験
教
室
「
甲
冑
を
着
よ
う
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
教
室
で
、
甲
冑
の
着
用

を
希
望
す
る
入
館
者
に
甲
冑
の

基
礎
知
識
や
着
用
手
順
を
説
明

検
診
か
ら
施
設
検
診
へ
変
更
、

ま
た
は
施
設
検
診
か
ら
集
団
検

診
へ
変
更
す
る
人

　

申
込
み
が
必
要
な
い
人
／
①

平
成
22
年
度
子
宮
が
ん
検
診
を

受
診
し
た
人
②
平
成
22
年
度
子

宮
が
ん
検
診
の
申
し
込
み
を
し

た
人
（
受
診
し
な
か
っ
た
人
も

含
む
）

　

申
込
締
切
／
７
月
15
日
（
金
）

　

申
込
み
・
問
合
せ
／
健
康
課

（

23
―
３
１
１
３
）

今
年
か
ら
対
象
者
が
変
更
に
な
り
ま
し
た

子
宮
が
ん
検
診
（
集
団
・
施
設
）

「
甲
冑
士
」
養
成
講
座
を
開
講

歴
史
を
学
び
、
歴
史
の
面
白
さ
を
伝
え
る

ごみの収集曜日が
変わりました

　4月から、ごみの収集曜日を変更しま

した。変更後の収集曜日は表のとおりで

す。搬出場所の看板を訂正し、地区名も

表示しましたので、もう一度確認してく

ださい。また、搬出の際はマナーを守っ

て、収集日の朝6時から8時30分までの

間に、決められた搬出場所に出してくだ

さい。

　なお、燃せるごみの量を減らすため、

昨年度に引き続き「ごみの分別のポイン

トについて」の出前講座を開催します。

老人会や婦人会、市民サークルの集会な

どに出向き、45分程度の説明を行いま

す。希望する場合は環境課まで。

　問合せ／環境課（22－3354）

※日曜日と1月1日～3日はごみの収集は
ありません。（元旦以外の祝日は収集し
ます）

▼地区別ごみ収集曜日

館山
北条
那古
船形
西岬
神戸
富崎
豊房
館野
九重

火・金
月・木
水・土
水・土
月・木
月・木
水・土
火・金
火・金
水・土

第1・3・
5・6週

第 2・4週

月
水
金
木
火
火
金
木
土
金

金属類（粗大
ごみ含む）、
プラスチック
製容器包装、
ペットボトル

ガラス類、プ
ラスチック製
容器包装、白
色トレイ、発
泡スチロール

燃せる
ごみ

不燃ごみ・資源ごみごみの
種別

地区
毎週

地区・曜日は

各搬出場所で

確認してくだ

さい。

災害、火災、不審者などの緊急情報を提供します。通話料は利用者負担です。
館山市安全・安心テレフォン（22－3001）

※
生
活
保
護
世
帯
の
人
（
証
明

書
が
必
要
）
は
無
料
で
す
。

　

申
込
み
が
必
要
な
人
／
①
初

め
て
子
宮
が
ん
検
診
を
希
望
す

る
人
②
平
成
22
年
度
の
受
診
医

療
機
関
と
変
更
す
る
人
③
集
団

す
る
、
甲
冑
着
用
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
「
甲
冑
士
」
の
養
成
講
座
を

開
講
し
ま
す
。

　

日
時
／
【
講
義
】
６
月
11
日

（
土
）
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３

時
30
分
【
研
修
】
体
験
教
室
に

て
３
回
実
施
（
講
義
後
に
調
整
）

　

会
場
／
市
立
博
物
館
本
館
集

会
室

　

受
講
料
／
無
料

　

定
員
／
20
人
程
度

　

申
込
方
法
／
往
復
は
が
き
に

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記

入
の
上
、
申
込
み
先
ま
で
。

　

申
込
締
切
／
６
月
３
日
（
金
）

必
着

　

申
込
み
・
問
合
せ
／
〒
294
―

０
０
３
６　

館
山
351
―
２　

市
立

博
物
館
本
館
（

23
―
５
２
１
２
）
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お 知 ら せ
　

４
月
か
ら
第
10
期
保
健
推
進

員
が
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

保
健
推
進
員
は
各
町
内
か
ら

の
推
薦
で
、
市
長
が
委
嘱
し
ま

す
。
任
期
は
３
年
で
、
今
期
は

144
人
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
赤

ち
ゃ
ん
や
お
年
寄
り
の
家
庭
訪

問
や
、
生
活
習
慣
病
予
防
事
業

な
ど
、
身
近
な
健
康
づ
く
り

の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
地
域

住
民
の
健
康
増
進
を
目
的
と
し

た
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　

保
健
推
進
員
の
活
動
は
、
生

活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
食

育
講
座
「
館
山
元
気
ヘ
ル
ス
サ

ポ
ー
タ
ー
」
や
、
地
域
で
昔
か

ら
食
べ
ら
れ
て
い
る
家
庭
料

理
「
お
ら
が
ご
っ
つ
お
」
の
レ

シ
ピ
集
作
成
及
び
そ
の
伝
達
な

ど
、
全
国
的
に
も
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
心
と
心

を
通
じ
た
あ
た

た
か
い
活
動
が

評
価
さ
れ
、
館

山
市
保
健
推
進

協
議
会
は
昨
年

度
「
ち
ば
コ
ー

プ�

地
域
か
が
や

き
賞
」
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

各
地
区
の
保

健
推
進
員
は
表

の
と
お
り
で
す
。

　

問
合
せ
／
健

康
課
（


23
―

３
１
１
３
）

第
10
期
保
健
推
進
員
決
ま
る

氏　名

関　善枝

眞田　孝子

白
はぐま

熊　初枝
西岡　とし子

石野　千代子

関　直美

石井　順子

宮本　由紀子

穂積　友子

愛沢　香苗

氏　名

堀　寿
としこ

子
秋山　喜代子

吉田　三枝子

宇野　榮子

笹子　よし子

岡田　裕美子

増田　順子

金子　徳
のりえ

江
金久　ひろみ

小西　佳子

鈴木　きよ子

石井　まゆみ

伊原　ひろ子

松坂　由美子

瀬戸山　ユミ

青山　ゆう子

香取　宏子

佐々木　洋子

杉本　容子

出口　福江

大竹　町子

富川　清美

山﨑　和代

加藤　玲子

木曽　朝子

黒
くろぎ

木　貴美子

▲市長から委嘱を受ける金子さん（館山地区）

■館山地区（26 人）

担当地区

新井１

新井2

新井 3

新井 4

下町

仲町

上町

楠見

上須賀

上須賀

真倉1

真倉 2

真倉 3

青柳

青柳

青柳

西の浜

岡沼

西原

柏崎

宮城

宮城

笠名

笠名

大賀

里見

■北条地区（37 人）

担当地区

東藤

宿・寺赤

大浜・中浜・桜ヶ丘

大芝

辻

芝崎

川崎

正木上・下・向

亀ヶ原・西郷

正木岡・稲原・小原

氏　名

石井　美枝子

吉野　俊子

石井　明美

大鳥　和代

石井　祐子

佐藤　智恵子

小林　知嘉

渡辺　法子

平山　留理

田辺　志乃ぶ

森　登志江

高橋　照子

鈴木　俊子

山田　公子

石井　由利子

古山　志保

熊澤　栄子

山田　時子

菊井　玲子

水島　伸子

花﨑　郁代

三平　容子

髙山　朋子

秋山　礼子

野呂　順子

吉野　豊子

担当地区

南町

南町

南町

神明町

神明町

神明町

新宿

三軒町

鶴ヶ谷

新鶴ヶ谷

渚

六軒町1

六軒町 2

六軒町 3

六軒町 4

六軒町 5

六軒町 6

六軒町 7

北条海岸

長須賀1

長須賀 2

長須賀 3

長須賀 4

長須賀 5

長須賀 6

長須賀 7

氏　名

庄司　良子

礒邉　聰
としこ

子
斎藤　登喜江

石井　光子

小林　泰子

田中　明美

吉岡　たき子

木村　てる子

平井　光子

白井　幸子

八木　洋子

担当地区

長須賀8

八幡 1

八幡 2

八幡 3

八幡 4

湊

湊

湊団地

高井

高井

上野原

■那古地区（10 人）
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■船形地区（12 人）

氏　名

中村　美千子

髙尾　眞理子

長谷川みゆき

砂川　明美

海
かいべ

邊　美喜子
庄司　啓子

福原　市子

吉田　立子

庄司　美幸

和泉　ひろ子

大和地美智子

小宮　千恵子

担当地区

堂の下

堂の下

東

仲宿

西

根岸

根岸

川名

川名岡

大塚

柳塚

柳塚

■西岬地区（13 人）

氏　名

鈴木　壽
ひさこ

子
鈴木　順子

田村　則子

鈴木　ミサ

石井　重美

鈴木　宏美

安西　三智子

岡﨑　真里子

森田　孝子

出口　常
とよこ

世子
池田　菊枝

佐野　りつ子

山田　和子

担当地区

香

塩見

浜田

早物

見物

加賀名

波左間

坂田

洲崎

西川名

伊戸

根本・坂足・小沼

坂井

■神戸地区（10 人）

氏　名

石井　伊
いつこ

都子
吉田　惠子

奥澤　てるみ

丸山　里美

林　友代

出口　恵子

石井　洋美

矢田　政代

川口　礼
れいこ

子
本橋　澄子

担当地区

香取・中郷

西町・川坂

上郷・竜岡・松岡

中里

犬石

佐野

藤原

谷藤原・茂名

洲宮

布沼

■富崎地区（5 人）

担当地区

神田町

本郷

向

松崎

二斗田

氏　名

島田　輝子

小宮　惠美子

豊﨑　和子

市川　明美

天野　和枝

■豊房地区（9 人）※定数 10 人

氏　名

中山　美代子

早川　友子

山口　淑
よしこ

子
鈴木　和子

小原　房江

調整中

渡邉　早苗

石井　トシ子

太田　克子

戸波　澄江

担当地区

東長田

西長田

出野尾・岡田

大戸・館川

南条

古茂口・飯沼

山荻・作名

畑

加藤・平田・久所・畑ヶ中

上・大倉・山下・上の代

■館野地区（12 人）

氏　名

宮﨑　静江

粕谷　秀子

天野　文子

飯田　祐子

中澤　順子

井上　とよ

行貝　輝子

飯田　弘子

山口　久美子

飯田　みち子

齊藤　朝子

渡邉　京
きょうみ

美

担当地区

大網

安布里

安布里

山本1

山本 2

山本 3

国分

国分

稲

腰越

広瀬

萱野団地

■九重地区（10 人）

担当地区

宝貝

南台・北台・清水

安東・岩川

二子

薗

水玉

大井

田村・相賀・滝の谷

横枕・田辺

江田

氏　名

亀田　玉世

田中　節子

樋
ひぐま

熊　かおる
臼井　孝子

熊切　喜代美

長谷川　房子

小柴　京子

須田　淳
あつこ

子
渡邊　澄子

半澤　良子

問合せ／館山市図書館（22－0701）

いい本あるある!
移動図書館「わかしお号」
　　　6月の巡回場所

純真保育園前

温水プール前

那古小学校

稲原集会所前

崖観音下

船形小学校

( 船形地区公民館前 )

光風苑前

大賀自衛隊官舎

香浅間神社

西岬小学校

西岬地区公民館

館山小学校

房南こども園

大田区立館山さざなみ学校

安房神社鳥居前

富崎小学校

ふれあいショップ平砂浦

中里ワークホーム

神戸小学校

館野保育園

腰越延命院前

九重駅前

九重小学校

（九重保育園）

駐　車　場

10:10 ～ 11:00

11:10 ～ 11:30

12:40 ～ 13:10

13:30 ～ 13:45

14:10 ～ 14:25

10:10 ～ 10:25

10:35 ～ 11:05

11:15 ～ 11:30

12:40 ～ 13:10

13:40 ～ 13:55

14:10 ～ 15:40

 9:40 ～ 10:20

10:35 ～ 11:05

11:20 ～ 11:35

12:40 ～ 13:10

13:25 ～ 13:45

14:00 ～ 14:30

14:40 ～ 15:40

10:20 ～ 11:00

13:20 ～ 13:40

13:50 ～ 14:20

12:40 ～ 13:10

14:40 ～ 15:40

14:40 ～ 15:40

12:40 ～ 13:10

12:40 ～ 13:10

14:40 ～ 15:40

13:30 ～ 14:00

13:10 ～ 13:30

14:40 ～ 15:40

12:40 ～ 13:10

時　間　6月

7

14

1

15

1

15

2

16

2

16

2

16

 ※雨や風の強い日は、巡回を中止す
ることがあります。

8

1

15

14:40 ～ 15:40

館野小学校

神余小学校

豊房幼稚園

豊房小学校
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市
内
に
残
る
江
戸
時
代
の
古

文
書
を
使
っ
て
地
域
の
歴
史
を

学
び
な
が
ら
、
古
文
書
に
つ
い

て
の
基
礎
的
な
知
識
と
「
く
ず

し
字
」
を
読
む
た
め
の
技
術
を

学
ぶ
「
古
文
書
を
読
ん
で
み
よ

う
」
を
、
連
続
10
回
に
わ
た
っ

て
開
催
し
ま
す
。

　

初
め
て
古
文
書
に
接
す
る
人

も
楽
し
め
る
初
心
者
向
け
の

コ
ー
ス
で
、
３
ク
ラ
ス
の
受
講

者
を
募
集
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
次
期
（
平
成
24
年

度
～
26
年
度
）
館
山
市
老
人
保

健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業

計
画
を
策
定
す
る
た
め
の
委
員

会
の
設
置
に
伴
い
、
市
民
か
ら

の
意
見
や
助
言
な
ど
を
求
め
る

た
め
、
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

委
員
の
任
期
は
平
成
24
年
３

月
31
日
（
土
）
ま
で
。
委
員
会

は
３
回
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

報
酬
／
１
回
当
た
り
５
千
100

円
　

応
募
方
法
／
任
意
の
用
紙
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
（
平
成
23

年
７
月
１
日
現
在
）、
電
話
番

50
人
程
度

　

申
込
方
法
／
往
復
は
が
き
に

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
希

望
ク
ラ
ス
（
第
１
希
望
か
ら
第

３
希
望
ま
で
）
を
明
記
し
、
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

申
込
締
切
／
６
月
７
日
（
火
）

　

申
込
み
・
問
合
せ
／
〒
294
―

０
０
３
６　

館
山
351
―
２　

市
立
博
物
館
本
館
（


23
―

５
２
１
２
）

【消費生活についての相談はこちらまで】

千葉県消費者センター　 047-434-0999

相談時間�9:00～ 16:30（日・祝祭日除く )

市役所社会安全課消費生活相談窓口

　 25-5775

相談日　毎月第１・３木曜日　9:00～16:00

め
ら
れ
た
場
合
な
ど
は
、
注
意
が
必

要
で
す
。

（
ア
ド
バ
イ
ス
）

�

　

少
し
で
も
不
審
に
感
じ
た
ら
、

す
ぐ
に
応
じ
ず
に
、
消
費
者
セ
ン

タ
ー
や
警
察
（
全
国
共
通
の
短
縮

ダ
イ
ヤ
ル
「
♯
９
１
１
０
」、
最
寄

の
警
察
署
の
悪
質
商
法
担
当
係
）

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

義
援
金
は
募
金
先
が
信
頼
で
き

る
団
体
か
ど
う
か
、
確
か
な
団
体

を
通
し
て
送
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
振
込
口
座
が
そ
の
確
か
な

団
体
の
正
規
の
も
の
で
あ
る
こ
と

も
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

問
合
せ
／
社
会
安
全
課
（

25

―
５
７
７
５
）

（
事
例
１
）
町
内
会
の
世
話
役
の
名

前
を
出
し
な
が
ら
「
義
援
金
を
集
め

て
い
る
」
と
言
う
人
が
家
に
来
て
、

断
っ
た
の
に
「
A
さ
ん
は
10
万
円
、

B
さ
ん
は
100
万
円
出
し
た
」
な
ど

と
言
っ
て
、
な
か
な
か
帰
っ
て
く

れ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、外
で
待
っ

て
い
た
仲
間
と
「
う
ま
く
い
か
な

い
」
な
ど
と
話
し
て
い
た
。
詐
欺

で
は
な
い
か
。　

（
60
歳
代　

男
性
）

（
事
例
２
）
女
性
の
二
人
組
が
、
バ

ス
停
で
並
ん
で
い
る
人
達
に
対
し
、

順
番
に
紙
の
箱
を
差
し
出
し
て
被

災
者
支
援
の
お
金
を
集
め
て
い

た
。
こ
そ
こ
そ
と
し
た
態
度
で
あ

や
し
か
っ
た
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

（
60
歳
代　

女
性
）

（
事
例
３
）
大
手
新
聞
社
に
似
た
名

称
を
名
乗
り
、「
震
災
の
寄
付
集
め

に
訪
問
し
て
よ
い
か
」
と
電
話
が

あ
っ
た
。
信
用
で
き
る
か
分
か
ら

な
い
の
で
断
っ
た
が
不
審
だ
。

　
　
　
　
　
　

（
80
歳
代　

女
性
）

　

被
災
者
支
援
の
募
金
を
装
っ
て
金

銭
を
だ
ま
し
取
る
義
援
金
詐
欺
と
疑

わ
れ
る
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
市
役
所
な
ど
の
公
的
機
関
や
公

的
団
体
を
か
た
る
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ

ま
す
。
す
べ
て
が
義
援
金
詐
欺
と
は

限
り
ま
せ
ん
が
、
個
別
に
募
金
を
求

募 集

「
古
文
書
を
読
ん
で
み
よ
う
」

博
物
館
歴
史
教
室

委
員
を
募
集

老
人
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画

※内容はどのクラスも同じです。

クラス

火曜日

クラス

土曜日

午前クラス

土曜日

午後クラス

日時

毎月第３火曜日

13:30～15:30

毎月第3土曜日

10:00～12:00

毎月第3土曜日

13:30～15:30

初回

6月21日

（火）

6月18日

（土）

6月18日

（土）

1

2

3

▼「古文書を読んでみよう」日程

　

日
程
／
表
の
と
お
り

　

会
場
／
市
立
博
物
館
本
館

（
城
山
公
園
内
）
集
会
室

　

講
師
／
市
立
博
物
館
職
員

　

費
用
／
初
回
40
円
、
２
回
目

以
降
毎
回
20
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

　

募
集
人
数
／
各
ク
ラ
ス
と
も

号
、
応
募
の
動
機
を
明
記
し
、

保
険
給
付
課
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

募
集
人
員
／
介
護
保
険
第
１

号
被
保
険
者
（
平
成
23
年
７
月

１
日
現
在
で
65
歳
以
上
の
人
）

２
人
、
介
護
保
険
第
２
号
被
保

険
者
（
平
成
23
年
７
月
１
日

現
在
で
40
歳
以
上
65
歳
未
満
の

人
）
２
人

　

応
募
締
切
／
５
月

31
日

（
火
）

　

問
合
せ
／
保
険
給
付
課
（


22
―
３
４
８
９
）
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市
周
辺
の
豊
か
な
自
然
を
体

感
し
て
も
ら
う
親
子
参
加
型
講

座
で
す
。
日
常
生
活
か
ら
離
れ
、

参
加
者
同
士
の
仲
間
づ
く
り
や

家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
深
め
な
が
ら
「
ふ
る
さ
と
館

山
」
を
探
検
し
ま
す
。

　

テ
ー
マ
は
『
ホ
タ
ル
』『
キ
ャ

ン
プ
』『
里
海
』『
里
山
』
の
４

種
類
。
毎
回
参
加
も
大
歓
迎
で

す
。

　

日
程
／
表
の
と
お
り

　

対
象
／
幼
稚
園
児
・
小
学
生

と
そ
の
保
護
者

　

定
員
／
20
組
程
度
（
定
員
を

超
え
た
場
合
は
抽
選
）

　

参
加
費
／
傷
害
保
険
料
、
施

設
使
用
料
、
材
料
費
な
ど
実
費

負
担
あ
り

　

締
切
／
５
月
31
日
（
火
）

　

申
込
み
・
問
合
せ
／
中
央
公

民
館
（

23
―
３
１
１
１
）

　

市
内
北
条
の
、
中
央
公
園
脇

へ
と
通
じ
る
市
道
交
差
点
そ
ば

に
、
樹
齢
１
千
年
と
伝
え
ら
れ

る
サ
イ
カ
チ
の
大
木
が
そ
び
え

立
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
貴
重
な
銘
木
を
市
民
の

財
産
と
し
て
守
ろ
う
と
、
こ
の

た
び
「
サ
イ
カ
チ
の
木
を
守
る

会
」
が
設
立
さ
れ
、『
サ
イ
カ

チ
の
詩
』
が
作
詞
さ
れ
ま
し

た
。

　

「
サ
イ
カ
チ
の
木
を
守
る

会
」
で
は
、
こ
の
詞
に
つ
け
る
、

誰
も
が
口
ず
さ
め
る
よ
う
な

親
し
み
や
す
い
曲
を
募
集
し

ま
す
。

　

採
用
さ
れ
た
場
合
は
、
作
曲

者
に
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

　

規
定
／
五
線
譜
を
使
用
、
１

人
２
点
以
内

　

応
募
方
法
／
楽
譜
裏
面
に
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
フ
リ

ガ
ナ
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番

号
を
明
記
し
、
事
務
局
ま
で
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

応
募
締
切
／
７
月

31
日

（
日
）

　

応
募
・
問
合
せ
／
〒
294
―

０
０
５
５　

那
古
344
―
５　

齋
藤
方
「
サ
イ
カ
チ
の
木
を

守
る
会
」
事
務
局
（


27
―

５
８
６
７
）

た
て
や
ま
の
自
然
満
喫

「
た
て
や
ま
ワ
ク
ワ
ク
探
検
隊
」

　
　
　
　
　
　
　

  

参
加
者
募
集

開催日 　テーマ・内容

「幻想の世界へ、ゲンジボタルを見に

行こう」

会場／市内

「仕掛けを作って捕まえて、神秘のマリ

ンブルー、ウミホタルを観察しよう」

会場／館山港多目的観光桟橋

テーマ『ホタル～幻想の世界へ・山と海のホタル～』

テーマ『キャンプ～テントに泊まろう～』

テーマ『里海～ウォーキングしながら里海を探検しよう～』

テーマ・内容

「ビーチコーミングとクラム（貝がら）

アート」

会場／平砂浦海岸

開催日

開催日

9月11日（日）

9:30～

10月15日（土）

～16日（日）

テーマ・内容

「キャンプに備えてプレキャンプ」

会場／若潮ホール

「キャンプに行ってテントに泊まろう」

会場／清和県民の森

※都合により、日程が変更になる場合があります。

テーマ『里山～ウォーキングしながら里山を探検しよう～』

テーマ・内容

「布良大山に登って絶景を満喫しよう」

会場／市内布良地区

「春を満喫！野草を食べよう」

会場／市内

開催日

2月25日（土）

9:30～

3月17日（土）

9:30～

普通救命講習
尊い命を救うために

　心肺蘇生法、ＡＥＤ（自動体外
式除細動器）の取り扱いを身につ
けます。
　受講時間は「普通救命講習Ⅰ」
については 3 時間、「普通救命講
習Ⅱ」については 4 時間です。講
習終了後、修了証を交付します。
　日時／ 6 月 26 日（日）13:00
～ 17:00
　場所／コミュニティセンター
　参加資格／中学生以上
　定員／30人（先着順）
　費用／125 円（テキスト代）
　受付期間／ 6 月 6 日（月）～
15日（水）
　申込み・問合せ／館山消防署救
急隊（ 22－ 2903）

『
サ
イ
カ
チ
の
詩う

た

』
に
曲
を
つ
け
て

6月5日（日）

18:00～

7月9日（土）

18:00～

11月5日（土）

9:30～

▲昨年の「たてやまワクワク探検隊」
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お 知 ら せ
　

フ
ラ
メ
ン
コ
に
親
子
で
気
軽

に
親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、
今

年
も
親
子
フ
ラ
メ
ン
コ
教
室
を

開
催
し
ま
す
。
講
師
は
、
全
国

学
生
フ
ラ
メ
ン
コ
連
盟
の
Ｏ
Ｇ

と
、
市
民
サ
ー
ク
ル
「
ヒ
ラ
ソ

ル
」
の
皆
さ
ん
で
す
。

　

練
習
の
成
果
は
、
８
月
７
日

（
日
）
開
催
の
「
第
17
回
全
国

大
学
フ
ラ
メ
ン
コ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
ｉ
ｎ
館
山
」
で
発
表
し
ま

す
。

　

開

催

日

／

６

月

11
日

（
土
）
、
７
月
３
日
（
日
）
、
16

日
（
土
）
、
31
日
（
日
）
、
８

月
６
日
（
土
）

　

時
間
／
午
後
０
時
20
分
～
午

後
１
時
20
分
（
初
回
の
み
午
後

０
時
15
分
開
始
）

　

場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
３
階
軽
運
動
室
ほ
か

　

受
講
料
／
無
料

　

対
象
／
４
月
１
日
時
点
で
５

歳
以
上
の
保
育
園
児
、
幼
稚
園

児
、
小
学
生
で
、
５
回
す
べ
て

の
教
室
と
本
番
に
必
ず
参
加
で

き
る
人
。

　

募
集
人
数
／
親
子
な
ど
30
組

　

申
込
方
法
／
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た

は
電
話
で
、
①
代
表
者
の
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
、
②
参

加
希
望
者
全
員
の
氏
名
・
年
齢

（
学
年
）・
性
別
を
申
込
み
先

ま
で
。

　

申
込
締
切
／
６
月
６
日

（
月
）

　

申
込
み
・
問
合
せ
／
エ
ス
ペ

ラ
ン
サ
館
山
事
務
局　

小
滝

（
Ｅ
メ
ー
ル�o

d
a
k
i-.k

.n
a
g
o
-

7
5
3
9
@
d
o
c
o
m
o
.n
e
.jp

、


090
―
１
１
２
０
―
７
５
３
９
）

有 
料 
広 
告

親
子
フ
ラ
メ
ン
コ
教
室

　商船三井客船㈱では、8 月 8 日（月）から 9 日

（火）にかけての2日間、客船にっぽん丸による「夏

休み館山花火クルーズ」を実施するにあたり、館

山市民の日頃のご愛顧に感謝をこめて『館山市民

クルーズ』を実施します。

　１人当たりの旅行代金は3名1室利用が 42,900

円、2名1室が 49,500円と、通常の価格から10％

割引の価格に設定さ

れています（横浜港

から館山駅までのバ

ス料金を含む）。

　日程・申込み・問

合せ／表のとおり

▼にっぽん丸「館山市民クルーズ」日程

期　日
8月8日
（月）

8月9日
（火）

時　間
館山16:00

館山06:00発

横浜10:00着

内　容
乗船／にっぽん丸ディナー
／船内イベント／船上から
の花火大会鑑賞
おはよう体操／モーニング
コーヒー／展望台浴場／朝
食／東京湾クルージング
入港／下船、専用バスにて
館山駅へ

鏡浦自動車（株）
コスモ観光（株）
ＪＡ安房旅行センター

（株）ジェットストリームトラベル
ナギレン観光
日東観光
房日観光
まもるトラベル
東京湾観光開発（株）

27－5311
23－7353
30－9150
22－5930
22－5796
22－0113
25－5552
24－8510
0439－65－1459

▼申込み・問合せ

にっぽん丸

夏休み館山花火クルーズ

有料広告スペース

縦 45 ミリメートル
横 85 ミリメートル

８千円

有料広告スペース

縦 45 ミリメートル
横 85 ミリメートル

８千円
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第
20
回
館
山
市
長
杯
争
奪
館

山
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の

参
加
チ
ー
ム
を
募
集
し
ま
す
。

９
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
ル
ー

ル
で
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で

争
い
ま
す
。

　

日
時
／
６
月
26
日
（
日
）
午

前
９
時
～

　

場
所
／
県
立
館
山
運
動
公
園

体
育
館

　

参
加
資
格
／
①
市
民
ま
た
は

市
内
に
勤
務
す
る
既
婚
の
女
性

（
た
だ
し
、
30
歳
以
上
は
独
身

者
も
可
）
②
大
会
に
出
場
し
て

試
合
の
で
き
る
健
康
な
人

　

参
加
費
／
１
チ
ー
ム
３
千
500

円

　

申
込
方
法
／
申
込
用
紙
に
記

入
の
上
、
ス
ポ
ー
ツ
課
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
ス
ポ
ー
ツ
課
に

あ
り
ま
す
。

　

申
込
締
切
／
６
月
９
日
（
木
）

　

主
将
会
議
／
６
月
15
日
（
水
）

午
後
７
時
か
ら
、
市
役
所
本
館

２
階
会
議
室
で
行
い
ま
す
。
各

チ
ー
ム
の
主
将
は
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

　

問
合
せ
／
ス
ポ
ー
ツ
課
（


22
―
３
６
９
６
）

※
計
画
停
電
な
ど
に
よ
り
、
会

場
が
変
更
ま
た
は
大
会
が
中
止

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

＊『計画停電等』により、会場が使用できなくなる恐れがある場合には、中止となることがあります。
　なお、情報については、ブログ「わかしお日記」（http:yaplog.jp/wakashio/）でご確認ください。
＊クッキングの希望者は、電話で指導者の宮本（ 27-5408）まで、お申し込みください。
　（毎月１日から活動日前日 (11日 ) までの各日午前8:00 ～午前 10:00 まで受け付けています。）
＊ヨット教室が始まりました。初心者の方大歓迎です。ヨットに興味のある方は気軽にご参加ください。なお、１回の定員は10名で完全予約制です。
　また、会員のみ参加可能となります。希望する方は、スポーツ課内クラブわかしお事務局（ 22-�3696）までお申し込みください。

　（５月中は18日、25日（水）の実施を予定しています。）

クラブわかしお定期スポーツ教室 23年 6月の活動予定　問合せ／スポーツ課（22－3696）

お
知
ら
せ

種　　目 対　　象 活　動　日 時　　間 会　　　場
太極拳 小学生以上 3日、10日、17日、24日(金) �9:30～11:30 若潮ホール
合気道 小学生以上 2日、9日、16日、23日、30日(木) 19:00～20:30 第三中学校柔道場
ウォーキング 小学生以上 3日、17日(金) 19:00～20:00 南総文化ホール前
ソフトバレー・バレーボール 小学生以上 6日、20日、27日(月） 19:30～21:00 市民体育館
卓球 小学生以上 8日、22日(水) 19:30～21:15 市民体育館
バドミントン 小学生以上 1日、15日(水） 19:30～21:15 市民体育館
野球塾 小学生以上 13日(月) 19:30～20:45 市民体育館
グラウンドゴルフ 小学生以上 1日、8日、15日、22日、29日(水) 13:00～15:00 中央公園
水泳（高校生は除く） 18才以上 3日、10日、17日、24日(金) 15:30～16:30 温水プール
ヒップホップダンス 小学生以上 17日、24日(金) 20:30～21:30 渡辺ダンススタジオ

キッズサッカー
小学生以下

（保護者参加可） 19日(日) 16:30～18:00 市民運動場
女子フットサル 小学生以上
軟式野球 小学生以上 5日(日) 8:00～10:00 館山小学校校庭

ソシアルダンス 小学生以上

7日、14日、21日、28日(火)
13:00～16:00 豊津ホール

4日、11日、18日、25日(土）
1日、8日、15日、22日、29日(水)

13:00～16:00 若潮ホール
2日、9日、16日、23日、30日(木）

健康体操 小学生以上 6日、13日、20日(月) 14:00～15:30 若潮ホール
タップダンス 小学生以上 7日、21日(火） 19:30～20:45 若潮ホール
リズム＆ストレッチ 小学生以上 14日、28日(火) 19:30～20:45 若潮ホール
セルフリフレクソロジー 小学生以上 10日(金) 13:30～14:30 若潮ホール
クッキング　( 予約制 ) 小学生以上 12日(日) 13:00～16:00 コミセン調理室
からだの風水（初級） 小学生以上 11日(土） 10:30～11:30 コミセン和室
ヨット ( 予約制 ) 小学５年生以上 1日、8日、15日、22日、29日(水) 17:00～19:30 館山総合高校ヨットハーバー

　太極拳の初歩的な学習を行いま

す。動きの基本を学ぶとともに、

実技の習得を図ります。

　日時／6月14日、21日、28日、

7月5日、12日、19日（全6回、す

べて火曜日）各日とも14:00～16:00

　場所／菜の花ホール第 3、第 4

集会室

　講師／真田房
ふさんど

人氏

　対象／一般成人

　定員／ 20 人（応募多数の場合

は抽選）

　申込締切／5月 30日（月）

　申込み・問合せ／北条地区公民館

（9:00 ～ 17:00　 24－ 1515）

館
山
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

館
山
市
長
杯
争
奪

初心者の太極拳入門
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お 知 ら せ

有 
料 
広 
告

6月のプログラム
子ども市民大学

プログラムの内容については各問合せ先まで

日　　時 プログラム（会場等） 定員・対象 問 合 せ 先 コ ー ス

4日
（土）

18日
（土）

11日
（土）

鳥となかよしコース
義

館山野鳥の森
 28－ 0166

初夏の生物（キノコ）観察会
（参加費500 円）25日

（土）

10:00
～15:00

一般30人
（小 3以下
保護者同伴）

大房岬少年自然の家
 33－4561

自然となかよしコース
仁

海の道出現！海辺の大冒険
（参加費1,000 円）

大房岬少年自然の家
 33－4561

自然となかよしコース
仁

11:00
～12:00

プラネタリウム～夏の星空～
（参加費200 円、3歳未満無料）

一般
200 人

おはなし会 小学生
30人

館山市図書館
 22－ 0701

ぶんがくコース
孝

14:00～

12日
（日）

小学生以上
館山市中央公民館
 23－ 3111

わんぱくコース
悌囲碁・将棋道場

13:00

～16:00

通年
（月曜日
を除く）

 9:00
～16:45

入館者
館山市立博物館
 23－ 5212

しろやま・なぎさコース
信

市立博物館本館・分館・館山城の常設展示
（観覧料として小中高生 150 円【市民 80 円】、一般
300円【市民 150円】※分館は無料）

おはなし会
館山市図書館
 22－ 0701

14:00～ 小学生
30人

ぶんがくコース
孝

鳥となかよしコース
義

館山野鳥の森
 28－ 0166

巣箱と餌台作り　※午前・午後の2部制
（参加費1回1,000円）

一般 40人
（小 3以下
保護者同伴）

10:00
～12:00
13:00
～15:00

5日
（日）

おはなし会 小学生
30人

館山市図書館
 22－ 0701

ぶんがくコース
孝

14:00～

19日
（日）

10:00
～15:00

小学生
30人

小学生以上
館山市中央公民館
 23－ 3111

わんぱくコース
悌囲碁・将棋道場

13:00
～16:00

有料広告スペース

縦 45 ミリメートル
横 85 ミリメートル

８千円

有料広告スペース

縦 45 ミリメートル
横 85 ミリメートル

８千円

有料広告スペース

縦 45 ミリメートル
横 85 ミリメートル

８千円

有料広告スペース

縦 45 ミリメートル
横 85 ミリメートル

８千円
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6月のイベントインフォメーション
※　各行事は主催者の都合により変更になることがあります。

問合せ／都市計画課��22－ 3612
館山駅市民ギャラリー

日　程 催　　物　　名 主　　催　　者

 5/26（木）～ 6/ 8（水）館山市内介護施設手づくり作品展 保険給付課

 6/ 9（木）～ 6/22（水）掛軸の展示 表装サークル・水星会

 6/23（木）～ 7/ 5（火）浮書絵彫り展 房舟会

4 月 19 日現在の申込み分の中より掲載。
問合せ／千葉県南総文化ホール��22－ 1811
ホームページ　http://www.nanso-bunka.jp

南総文化ホール

期　日 催　　物　　名 使用時間帯 入場方法 問　合　せ

大
ホ
ー
ル

 5日（日）第１３回あわ夢まつり 13:00 ～ 16:00
前売/300円

当日/400円

あわ夢まつり実行委員会（松苗）
  090-4270-4715

 9日（木）学校音楽鑑賞教室 13:50 ～ 15:15 無　料 館山市教育委員会  22-3694

12日（日）第１５回しおさいコンサート 13:00 ～ 16:00 無　料 しおさいコンサート実行委員会  22-2438

14日（火）なのはなシニア千葉特選演芸会 13:30 ～ 16:15 1,800円
館山市老人クラブ連合会事務局

（館山市社会福祉協議会内）  23-5068

19日（日）
リエダンスカンパニーダンス
フェスティバル

15:00 ～ 19:30 無　料
（整理券要）

リエダンスカンパニー（森理映）
  090-2236-2929

24日（金）五月みどり・鏡五郎歌謡ショー 18:15 ～ 20:30
【全指定席】

SS席/4,000円
エムアイ企画  03-6383-4451

26日（日）
ジュニアエレクトーンフェスティバル・
エレクトーンステージ松田屋店大会

13:00 ～ 16:00 無　料 ㈱松田屋  22-5661

小
ホ
ー
ル

 5日（日）第１３回あわ夢まつり 13:00 ～ 16:00
前売/300円

当日/400円

あわ夢まつり実行委員会（松苗）
  090-4270-4715

12日（日）
ライトミュージックフェスティバル
イン　アワ

12:00 ～ 20:30 無　料
ライトミュージックフェスティバル実行委員会
（㈱松田屋楽器店内）  22-5661

18日（土）南房総三曲協会定期演奏会 11:30 ～ 16:15 無　料 南房総三曲協会  0438-23-5718

19日（日）日本の踊り　第４７回ゆかた会 12:30 ～ 16:00 無　料 瑳川流瑳川会  22-2608

26日（日）フラメンコペーニャ・ベルデ発表会 14:00 ～ 16:05 無　料
フラメンコペーニャ・ベルデ　
(角田 )  090-3207-8792

 6月の休館日／6日、13日、20日、27日

4月 20日現在の申込み分の中より掲載。
問合せ／中央公民館� 23－3111

コミュニティセンター

日　程 開催時間 催　　物　　名 主　催　者

6/25（土）～ 26( 日 ) 9:00～ 17:00 書道・短歌作品展 家庭倫理の会房総　文化部

＊ただし、26日は 15:00 終了となります。

元気な広場

ハッピーファミリー

（子育てに関するミニ講座・

座談会）

日　程 開催時間 場　所 対　象 内　　　　　　容

6/ 9（木） 10:30～11:30 元気な広場 0歳児 親子であそぼう！

6/21（火） 10:30～11:30 元気な広場 希望者 身体計測、育児・栄養・歯科相談

6/30（木） 10:30～11:30 元気な広場 希望者
幼児安全法講習

　～もしもの時にママにできること～

（自由に遊べる屋根付き公園）

対象者：乳幼児とその保護者
開館時間：午前９時～午後５時
休館日：土曜日、祝日、年末年始
問合せ／元気な広場��23 － 3114
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こども急病
電話相談

受診したほうが良いかどうか、電話でアドバイスします。受付時間は毎日午後7時から午後10時までです。

相談／固定電話 (プッシュ回線 )・携帯電話から（＃8000）、ダイヤル回線から（043－242－9939）

歯科・
口腔外科

交通事故、スポーツなどによる口腔、顎顔面の外傷などの診療を、夜間・休日も行います。

問合せ／佐々木歯科・口腔顎顔面ケアクリニック（24－8001）

症状によっては対応できない場合もあります。判断できない場合は、当日の
夜間待機施設か安房郡市消防本部（ 22－2233）へ問い合わせてください。

6 月

夜間救急・休日救急

※都合により、当番医が変更になる場合があります。

安房地域
医療センター
　 25 － 5111 

【休日】は休日当番医です。【休日・夜間】は、休日当番医で夜間救急も行います。

　安房地域医療センターでは、年間365日24時間体制で、救急患者を受け入れています。
　安房地域医療センター以外の夜間救急・休日救急の当番医は次のとおりです。夜間待機
施設として、午後5時から翌朝8時まで診療します。

 1日（水）小田病院（鴨川市）  04 － 7092 － 1128

 2日（木）伊藤胃腸科クリニック（鴨川市）

  04 － 7092 － 2231

 3日（金）鴨川市立国保病院（鴨川市）

  04 － 7097 － 1221

 4日（土）鋸南病院 (鋸南町 )  55 － 2125

 5日（日）東条病院 (鴨川市 )  04 － 7092 － 1207【休日･夜間】
 6日（月）富山国保病院 (南房総市 )  58 － 0301

 7日（火）鋸南病院 (鋸南町 )  55 － 2125

 8日（水）赤門整形外科内科 (市内 )  22 － 0008

 9日（木）伊藤胃腸科クリニック（鴨川市）

  04 － 7092 － 2231

10日（金）鴨川市立国保病院（鴨川市）

  04 － 7097 － 1221

11日（土）小田病院（鴨川市）  04 － 7092 － 1128

12日（日）館山病院 (市内 )  22 － 1122【休日･夜間】
13日（月）富山国保病院 (南房総市 )  58 － 0301

14日（火）東条病院 (鴨川市 )  04 － 7092 － 1207

15日（水）小田病院（鴨川市）  04 － 7092 － 1128

16日（木）伊藤胃腸科クリニック（鴨川市）

  04 － 7092 － 2231

17日（金）鴨川市立国保病院（鴨川市）

  04 － 7097 － 1221

18日（土）赤門整形外科内科 (市内 )  22 － 0008

19日（日）鋸南病院 (鋸南町 )  55 － 2125【休日･夜間】
鈴木内科クリニック (市内 )

  22 － 8880【休日】
20日（月）富山国保病院 (南房総市 )  58 － 0301

21日（火）東条病院 (鴨川市 )  04 － 7092 － 1207

22日（水）小田病院（鴨川市）  04 － 7092 － 1128

23日（木）伊藤胃腸科クリニック（鴨川市）

  04 － 7092 － 2231

24日（金）鴨川市立国保病院（鴨川市）

  04 － 7097 － 1221

25日（土）鋸南病院 (鋸南町 )  55 － 2125

26日（日）館山病院 (市内 )  22 － 1122【休日･夜間】
27日（月）富山国保病院 (南房総市 )  58 － 0301

28日（火）東条病院 (鴨川市 )  04 － 7092 － 1207

29日（水）小田病院（鴨川市）  04 － 7092 － 1128

30日（木）伊藤胃腸科クリニック（鴨川市）

  04 － 7092 － 2231
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ま
せ
ん
か

　

広
報
「
だ
ん
暖
た
て
や
ま
」
に
掲
載
す
る
広
告
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

広
告
は
、
申
込
期
限
を
定
め
て
募
集
し
て
い
ま
す
が
、
広
告
の
枠
に

余
裕
が
あ
る
場
合
に
は
、
随
時
掲
載
す
る
広
告
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

市
内
全
世
帯
を
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象
に
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行
さ
れ
る
広
報
を
商
店
、
事
業
所
な
ど
の

宣
伝
・
Ｐ
Ｒ
に
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
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だ
ん
暖
た
て
や
ま
へ
の
広
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の
掲
載
は
１
号
単
位
で
、
広
告

の
大
き
さ
は
縦
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ミ
リ
メ
ー
ト

ル
、
横
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ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
す
。

色
は
黒
と
青
の
２
色
刷
で
す
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１
号
に
掲
載
で
き
る
広
告
は
原

則
と
し
て
４
件
ま
で
。
応
募
が

４
件
を
超
え
た
場
合
に
は
、
市

の
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
、
掲

載
す
る
広
告
を
決
定
し
ま
す
。

■
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載
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２
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■
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に
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８
千
円
（
市
外
の
事
業
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い
て
は
５
割
増
し
）

※
現
在
、
平
成
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年
４
月
１
日

号
ま
で
の
申
込
を
受
け
付
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問
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だ
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会社のＰＲや商店の売り出

しなどに「有料広告」をご

利用ください。
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◎一般相談員による相談
日時／毎週火曜日 (祝日の場合は翌日 )　
　　　　10:00 ～ 15:00
◎専門相談員による相談
日時／毎月第１、第３火曜日　　　　　
　　　13:00 ～ 15:00
対象／一般相談員の相談を受けた人、　
　　　１日４人まで
場所／市役所４号館
問合せ／社会福祉協議会 ( 23－5068)

心配ごと

障害があることで差別や不利益な扱いを
受けた場合などの相談　
日時／月～金曜日　9:00 ～ 17:00
場所／安房健康福祉センター
問合せ／安房健康福祉センター (23－
6900)、県障害福祉課（FAX�043 －
222 － 4133）

障害者

住宅・建築に関すること、木造住宅の簡
易耐震診断、耐震補強、リフォーム、バ
リアフリーなど
日時／7月10日（日）13:00 ～ 17:00
　　（受付は16:00 まで）
場所／コミュニティセンター第1学習室
※�簡易耐震診断は平面図 ( 壁入り ) を
持参してください。事前申込が必要
です。

申込み ･ 問合せ／都市計画課
�( 22－ 3610)

住宅・建築相談
日時／毎週水曜日　10:00 ～ 16:00
※祝日の場合は前日または後日
場所・問合せ／千葉地方法務局館山支局
　　　　　　　人権相談室 (22－0620)

人権相談

電話でも相談できます
日時／月～金曜日　9:00 ～ 16:30
場所・問合せ／安房地域振興事務所内
　　�����　　　　　　（ 22－ 7132）

交通事故

地�区�名 古　紙 紙パック

館�　�山
5日（日）

15日（水）
23日（木）

北�　�条
12日（日）

���3 日（金）
28日（火）

那古・船形
��6 日（月）

13日（月）
19日（日）

西　�岬
11日（土）

18日（土）

25日（土）

富　�崎
��7 日（火）

21日（火）

神　��戸
10日（金）

24日（金）

豊　��房
��8 日（水）

22日（水）

館野・九重
��9 日（木）

13日（月）
23日（木）

○�古紙は新聞、雑誌、ダンボールに分
けて搬出場所へ出してください。

○�雨でも収集します。濡れないように
ビニールなどで覆ってください。

○�紙パックは切り開き、洗ってたばね
てください。

問合せ／環境課（ 22－ 3354）

国など、行政への苦情や意見、要望
日時／6月1日(水)・15日(水)・29日(水)
　　　13:30 ～ 16:00
場所／1日・15日は市民相談室、　　　
　　　29日は館山地区公民館和室
問合せ／市民相談室 (22－ 3199)

行政相談

◎家庭関係・養育問題などの相談　
日時／月～金曜日　8:30 ～ 17:00
場所・問合せ／家庭児童相談室
　　　　　　　　　　（22－ 3496）

◎児童預かりについての相談、登録
子どもを預かってほしい人と預かることので
きる人が登録し、相互援助活動を行います
日時／日～金曜日　9:00 ～ 17:00
場所・問合せ／ファミリー・サポート・センター
　　　　（元気な広場内　23－ 3114)

児童

商品やサービスの契約に伴う苦情、相談
日時／6月 2日 ( 木 )・16日 ( 木 )
　　　9:00 ～ 16:00
場所・問合せ／社会安全課 ( 25－5775)

消費生活

不眠、イライラ、対人関係、�認知症などの心配
日時／6月 7日 ( 火 )・14日 ( 火 )・
　　　22日 ( 水 )・28日 ( 火 )
　　　7日・14日は 13:30 ～ 15:00、
　　　22日は 15:30 ～ 17:00、
　　　28日は 14:30 ～ 16:00
場所・申込み／安房健康福祉センター　
　　　　　　　　　　　(22－4511)

精神保健（予約制）

市民生活あれこれ、お気軽にどうぞ
日時／月・水・木・金曜日　
　　　9:00～12:00、13:00～17:00
場所・問合せ／市民相談室�( 22－3199)

市民生活

生活習慣、不登校、非行の相談など　
日時／月～金曜日　9:00～16:00
場所・問合せ／中央公民館 (23－3111)

家庭教育

介護（予防）についての悩み、相談
日時／月～金曜日は9:00 ～ 17:00
　　　土曜日は9:00 ～ 12:00
場所・問合せ／地域包括支援センター　
　たてやま（長須賀196　 25－7191）
　なのはな（沼1637－1�� 22－1350）
◎健康相談・生活相談
日時／6月 2日 ( 木 )9:30 ～ 11:00
場所・問合せ／老人福祉センター（湊）
　　　　　　　　　　( 22－ 5234)

介護
◎乳児健診
日時／6月 24日 ( 金 )
対象／４か月児
受付／13:30 ～ 14:30
場所・問合せ／保健センター（23－3113）
◎乳児相談
日時／6月 6日 ( 月 )
対象／１歳未満の乳児と保護者
受付／9:30 ～ 10:30
場所・問合せ／保健センター（23－3113）
◎１歳６か月児健康診査
日時／6月 2日 ( 木 )
対象／平成21年 11月生まれ児
受付／13:10 ～ 13:30
場所・問合せ／保健センター（23－3113）
◎３歳児健康診査 ( ３歳６か月児 )
日時／6月 23日 ( 木 )
対象／平成19年 12月生まれ児
受付／13:10 ～ 13:30
場所・問合せ／保健センター（23－3113）
◎育児相談
日時／6月 21日 ( 火 )
対象／乳幼児と保護者
受付／10:30 ～ 11:30
場所／元気な広場 (23－ 3114)
問合せ／保健センター (23－ 3113)

乳幼児

こんなことあんなこと 相談案内 お気軽にどうぞ！
相談はすべて無料です。秘密は厳守されますからお気軽にご相談ください。

● 6 月の古紙・紙パック収集日
午前8時30分までに出してください



　

『
犬
石
誌
』
の
き
っ
か
け
は
、
地

区
の
歴
史
、
文
化
や
伝
統
な
ど
、
古

く
か
ら
の
言
い
伝
え
は
あ
る
も
の
の

知
ら
な
い
こ
と
が
沢
山
あ
る
の
で

も
っ
と
知
り
た
い
…
こ
の
ま
ま
語
り

継
ぐ
だ
け
で
は
、
後
世
に
残
せ
な
い

の
で
文
書
で
残
せ
た
ら
…
と
区
の
役

員
た
ち
が
話
し
合
っ
た
こ
と
か
ら
。

平
成
21
年
１
月
の
区
役
員
会
で
作
成

す
る
事
が
決
定
さ
れ
、
歴
代
区
長
や

役
員
経
験
の
あ
る
６
人
が
編
集
委
員

と
な
り
、
活
動
を
開
始
。
初
め
て
の

会
合
が
火
曜
日
に
行
な
わ
れ
た
こ

と
か
ら
、
会
の
名
前
を
「
火
曜
会
」。

区
に
長
年
引
継
ぎ
さ
れ
、
保
存
し
て

き
た
古
文
書
や
絵
図
面
約
100
点
を
調

べ
る
事
か
ら
始
め
ま
し
た
。
中
で
も

一
番
の
苦
労
は
古
文
書
を
読
む
こ

と
。
古
文
書
解
読
を
学
ぶ
講
座
に
１

年
間
参
加
し
た
り
、
市
の
学
芸
員
の

指
導
や
協
力
も
得
な
が
ら
、
内
容
を

ま
と
め
ま
し
た
。
古
文
書
や
絵
図
面

に
あ
る
場
所
へ
実
際
に
行
っ
て
、
旧

村
の
境
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
「
杭
」

を
探
し
て
山
中
へ
入
っ
た
り
、
今
は

田
ん
ぼ
と
な
っ
て
い
る
旧
海
軍
砲
術

学
校
射
撃
場
跡
を
実
測
調
査
し
た
り

…
。
こ
う
し
て
、
２
年
２
か
月
の
歳

月
を
経
て
、
撮
っ
た
写
真
は
約
500
枚
。

資
料
収
集
、
編
集
、
印
刷
か
ら
製
本

ま
で
、
す
べ
て
手
作
り
で
完
成
さ
せ

ま
し
た
。

　

製
作
の
途
中
で
は
思
わ
ぬ
発
見
も

あ
り
ま
し
た
。
ま
だ
、
安
房
郡
市
で

も
数
例
し
か
発
見
さ
れ
て
い
な
い

「
太
閤
検
地
帳
」（
１
５
９
７
年
・
慶

長
２
年
）
や
、
巴
橋
（
国
登
録
有
形

文
化
財
）
に
関
す
る
絵
図
面
や
請
負

文
書
が
残
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

「
火
曜
会
」
の
皆
さ
ん
は
、『
犬
石

誌
』
を
少
し
で
も
多
く
の
人
に
読
ん

で
も
ら
う
こ
と
で
、
犬
石
が
ど
ん
な

と
こ
ろ
か
知
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
文

化
が
末
永
く
伝
承
さ
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。
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「
犬
石
の
文
化
が
末
永
く
伝
承
さ
れ
れ
ば
」

▲古文書を囲んで話が弾みます

　総合型地域スポーツクラブの館山ファミリースポーツクラブ“わかしお”では、「いつでも、どこでも、だれでも、いつ

までも」を合言葉に、気軽にスポーツを楽しむことができます。

　当クラブは、設立５年目を迎え、21種目の定期スポーツ教室が活動し

ており、幼稚園児から高齢者まで幅広い世代の方々がスポーツに親し

み、楽しんでいます。

　～種目紹介～
　【合気道】
　合気道は、日本伝統の武術の奥

おうぎ

義をきわめ、さらに厳しい精神修行を

経て創始した現代武道です。

　“わかしお”の「合気道」でも、心身の練成を図り、護身術のほか、命の大

切さや日常生活の何事においても積極的に取り組む姿勢が身につく

教室を目指しています。

日　時：毎週木曜日　午後７時～８時３０分

　　　　（※必ず市の広報誌等で確認してください）

場　所：館山市立第三中学校　柔道場

対　象：小学生以上

持ち物：汗拭きタオル、飲み物など

　会員以外の方は1回につき、中学生以下200円／高校生以上 300円／家族 500円で参加できます。参加希望者は、

各教室の会場へ直接行ってください。　問 合 せ：スポーツ課　２２－３６９６

※ 各教室の活動状況については、市の広報紙『だん暖たてやま』、市ホームページ、ブログ「わかしお日記」

（http:yaplog.jp/wakashio/）をご覧ください。 

総合型地域スポーツクラブ

館山ファミリースポーツクラブ“わかしお”の紹介⑥


